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切欠き試験片の弾塑性ひずみ挙動の研究
(7.Neuber則およびひずみ推定法の実験的検討のまとめ)
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E.nx= (S'/Sy)K.2Em-･･- ･ ･ - ･･･-･･(3)
ここで S,は材料の降伏応力であり,他の記号は図




















































































等 しいことを解析的に求めた Neuber則(2)を式 (4)
に示す.
Ncuberの式















美顔値は Neuber別のように一定 (Kt2) ではなく,伝
力に対 して変化する.すなわち,切欠き底降伏開始直
後では実験値は K.2程度になり,その後応力とともに
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